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無衝突衝撃波は宇宙空間に普遍的に存在しており、高エネルギー粒子・宇宙線の加速・生成に本質的な役割を
果たすと考えられている。近年天文学においても、ミクロな視点からの研究が行われるようになってきており、
プラズマ物理の重要性が認識されてきている。しかし、天体現象の「その場」観測は不可能であり、プラズマ物
理を議論する上で必要な観測は非常に限られている。必然的に、理論と数値計算がプラズマ宇宙物理の柱となる
が、我々はここに天体現象の模擬を通じて実験を加えることを目指している。
本講演ではこのような試みの中から、大型レーザーを用いた無衝突衝撃波生成実験の現状を報告する。これま

で、日本、中国、フランスの大型レーザーを用いた実験で、高マッハ数の静電衝撃波の生成に成功している。自己
生成磁場による磁化された無衝突衝撃波の生成には、更にエネルギーの大きなレーザーが必要だと考えられてお
り、世界最大のレーザー、NIFを用いた実験が計画されている。その準備実験として世界で２番目に大きなレー
ザー、Omega、及びOmega EPを用いた実験も昨年度から始まっており、基本的なプラズマのパラメータを計測
することを主眼に実験を行っている。本講演では我々のこれまでの試みと、今後の更に大きなスケールの実験計
画を紹介する。


